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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期

第３四半期
累計期間

第30期
第３四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 1,145,590 1,948,581 3,076,897

経常利益又は経常損失(△) (千円) △137,493 △51,820 101,485

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △120,159 △65,528 105,460

四半期包括利益又は包括利益 (千円) － △66,446 －

純資産額 (千円) 608,434 1,301,090 831,382

総資産額 (千円) 3,173,476 4,162,820 3,344,980

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △68.27 △26.59 59.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.1 31.2 24.9
 

 

回次
第29期

第３四半期
会計期間

第30期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月1日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月1日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △78.38 △35.71
 

(注) １．当社は、連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．当社は第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、第29期第３四半期連結

累計期間、第29期第３四半期連結会計期間及び第29期連結会計年度に代えて、第29期第３四半期累計期

間、第29期第３四半期会計期間及び第29期事業年度について記載しております。

　　　３．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

　　　４．「潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額」は、潜在株式が存在しないため、また第30期第3四

半期連結累計期間及び第29期第３四半期累計期間は１株当たり四半期純損失のため、記載しておりませ

ん。

　　　５．平成25年10月1日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期)純利益金額を算定しており

ます。

６．当社は、平成26年８月１日付で当社を株式交換完全親会社、株式会社アーキッシュギャラリーを株式交換完

全子会社とする株式交換を実施しました。当該株式交換は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準

第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会

計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）上は「逆取得」に該当するため、株式会社アーキッシュギャラ

リーの連結貸借対照表に当社の連結上の資産、負債を時価で引き継いでおります。この影響で第30期第３四

半期連結累計期間の純資産額及び総資産額は大幅に変動しております。
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２ 【事業の内容】

　

当社は、平成26年６月30日の第三者割当増資及び平成26年８月１日の株式交換を経て株式会社VTホールディングス

の子会社となり、かつ、株式会社アーキッシュギャラリー（以下、「AG」といいます。）を子会社としました。この

結果当社グループは、当社、連結子会社１社で構成されることになり、マンション分譲事業、注文建築事業、不動産

賃貸事業を行っております。

また、当社グループの親会社はVTホールディングス株式会社（株式会社東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）

市場及び株式会社名古屋証券取引所市場第二部上場会社）であります。同社グループは自動車販売事業を中核事業

とし、その他の事業として住宅関連事業を営んでおります。

当社グループの事業内容及び位置付けは、次のとおりであります。

（マンション分譲事業）

愛知県一宮市、岐阜県岐阜市を中心として、ファミリー向け新築マンションシリーズ「モアグレース」を分譲

しております。

（注文建築事業）

「建築家と建てる家」をコンセプトとし、個性的な注文住宅及び店舗工事等を行っております。

〈主な関係会社〉AG（連結子会社）

(賃貸不動産事業）

愛知県名古屋市、岐阜県岐阜市を中心として、マンション等を賃貸しております。

 
事業の系統図は次のとおりであります。

 

         
          [親会社] 　           土地売主  
  VTホールディングス株式会社 　           建築会社  
   　  　 土地の仕入れ  
   　 　 　 マンションの建設  
                               [当社]  
                       株式会社エムジーホーム  
 　 　    　   
 　 　    　   
 　 　             [連結子会社]  
 　 　     株式会社アーキッシュギャラリー  
   新築マンション 　  賃貸不動産事業  　 注文建築  
        分譲事業 　 　 　  　 事業  
                          個人または法人顧客  
         

 

　

なお、当第２四半期累計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１

四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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　文中の将来に関する事項は、原則として当四半期報告書提出日現在において当社が判断したもの　

　であります。

　１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・　

　　　検討内容

（１）経営成績の分析　　　　　

新築マンション分譲を主たる事業とする当社と、注文住宅を主とする株式会社アーキッシュギャラリー（以

下ＡＧといいます。）は、平成26年６月に開催いたしました両社の株主総会決議を経て、平成26年８月１日に

当社がＡＧを株式交換により完全子会社といたしました。

本株式交換は、当社を完全親会社、ＡＧを完全子会社とする組織再編を行うものですが、当社は、ＡＧの親

会社であったＶＴホールディングス株式会社の子会社となったことから、企業結合会計上は「逆取得」に該当

するため、平成26年４月１日以降の連結財務諸表はＡＧの財務諸表が基準となっております。

そのため、当第３四半期連結累計期間の業績は、ＡＧの第３四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26

年12月31日）と当社の第３四半期会計期間（平成26年10月１日から平成26年12月31日）の業績となっておりま

す。

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は1,948百万円、営業損失38百万円、経常損失51百万円及び四

半期純損失65百万円となっております。

セグメントの業績は以下のとおりであります。

なお、「第４　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）に記載のとおり、第２四半期累計

期間より、当社グループの報告セグメント区分に「注文建築事業」を追加しております。

セグメント別には、分譲マンション事業が売上高298百万円、セグメント利益△33百万円、注文建築事業は、

売上高1,530万円、セグメント利益75百万円、賃貸事業を含むその他の売上が119百万円、セグメント利益26百

万円となっております。

 

（２）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は4,162百万円となりました。これはＡＧの総資産に平成26年12月31日

時点の当社総資産の時価評価額を取り込んだものであります。

負債は2,861百万円となりました。これはＡＧの負債に平成26年９月30日時点の当社負債の時価評価額を取り

込んだものであります。

純資産は1,301百万円となりました。これはＡＧの純資産額に当社がＡＧと株式交換を実施したことによる変

動額を加算したものであります。

 

（3）財務政策

当社の主要事業である分譲マンション事業は、マンションの建設着工から完成まで平均14ヶ月位を要し、

分譲代金の回収もマンションの完成時期に集中する点をふまえ、資金需要に柔軟に対応できるよう、金融機

関との円滑な関係を構築しております。

 

（4）営業キャッシュ・フロー　　　

当社は、マンション用地の取得資金を金融機関からの借入によっており、かつ用地取得からマンションの

完成による資金回収までの期間が一事業年度で完結しないことから、マンション用地の取得状況によって、

営業キャッシュ・フローは大きく変動いたします。

 

（5）上半期及び下半期の変動　　　　

当社の主要事業である分譲マンション事業においては、マンションの売買契約成立後、顧客への引渡時に

売上が計上されるため、マンションの完成時期の偏りにより上半期と下半期では経営成績に変動が生じる傾

向があります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,906,048 2,906,048

東京証券取引所
(市場第二部)

名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 2,906,048 2,906,048 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 － 2,906,048 － 1,168,021 － 221,767
 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　　　　　

―
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　2,906,048 29,057 ―

発行済株式総数 2,906,048 ― ―

総株主の議決権 ― 29,057 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

② 【自己株式等】

　該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりませ

ん。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人アンビシャスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 340,753

  売掛金 13,586

  販売用不動産 958,321

  仕掛販売用不動産 1,077,169

  貯蔵品 1,307

  その他 81,693

  貸倒引当金 △2,250

  流動資産合計 2,470,583

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物 815,558

   土地 655,200

   その他 97,208

   減価償却累計額 △358,110

   有形固定資産合計 1,209,858

  無形固定資産  

   のれん 304,251

   その他 4,045

   無形固定資産合計 308,297

  投資その他の資産 167,984

  固定資産合計 1,686,140

 繰延資産 6,097

 資産合計 4,162,820

負債の部  

 流動負債  

  買掛金 140,538

  1年内償還予定の社債 14,000

  短期借入金 956,000

  1年内返済予定の長期借入金 372,952

  前受金 464,338

  その他 100,683

  流動負債合計 2,048,512

 固定負債  

  社債 72,000

  長期借入金 664,762

  退職給付に係る負債 52,669

  その他 23,785

  固定負債合計 813,216

 負債合計 2,861,729
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          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 1,168,021

  資本剰余金 165,791

  利益剰余金 △34,267

  株主資本合計 1,299,546

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 1,544

 純資産合計 1,301,090

負債純資産合計 4,162,820
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 1,948,581

売上原価 1,697,119

売上総利益 251,462

販売費及び一般管理費  

 役員報酬 17,158

 給料及び手当 95,250

 その他の人件費 25,559

 退職給付費用 4,608

 減価償却費 3,670

 租税公課 6,857

 広告宣伝費 49,802

 支払手数料 7,650

 賃借料 26,406

 のれん償却額 3,851

 その他 49,399

 販売費及び一般管理費合計 290,215

営業損失（△） △38,752

営業外収益  

 受取配当金 2,290

 その他 10,562

 営業外収益合計 12,852

営業外費用  

 支払利息 11,024

 株主優待費 13,342

 その他 1,554

 営業外費用合計 25,921

経常損失（△） △51,820

特別利益  

 投資有価証券売却益 981

 特別利益合計 981

特別損失  

 固定資産除却損 3

 特別損失合計 3

税金等調整前四半期純損失（△） △50,843

法人税、住民税及び事業税 3,745

法人税等調整額 10,940

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △65,528

少数株主利益 ―

四半期純損失（△） △65,528
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △65,528

 その他有価証券評価差額金 △918

 その他の包括利益合計 △918

四半期包括利益 △66,446

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △66,446

 少数株主に係る四半期包括利益 -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　   該当事項はありません。

 

(連結の範囲の重要な変更）

     第2四半期連結会計期間より、株式会社アーキッシュギャラリーを連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更等)

　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　   該当事項はありません。

 

(追加情報)

　　　該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

 顧客の住宅ローン残高について金融機関に対して債務保証を行っております。

 
当第３四半期連結会計期

間　　　　　(平成26年12月31日)

債務保証額 49,790千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

　　　該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却額を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 9,357千円

のれん償却額 3,851千円
 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株式会社アーキッシュギャラリーを取得企業とし当社を被取得企業とした株式交換の結果、当社の期首残高は存在

せず、株式会社アーキッシュギャラリーの期首残高より開始しております。

単位：千円

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 0 0 0 0 0

被取得企業の期首残高 0 0 0 0 0

取得企業の期首残高 329,000 0 77,611 △35,500 371,111

株式交換による増加（注） 998,021 142,291   1,140,312

減資 △159,000 159,000   0

四半期純利益   △65,528  △65,528

配当  △100,000 △46,350  △146,350

自己株式の消却  △35,500  35,500 0

第3四半期連結会計期間末残高 1,168,021 165,791 △34,267 0 1,299,546
 

(注）株式交換による増加は株式会社アーキッシュギャラリーを取得企業、当社を被取得企業としてパーチェス法を適

用したことによる、被取得企業の取得原価であります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他 合計
分譲マンショ

ン事業
注文建築事業 賃貸事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 298,683 1,530,578 21,082 1,850,344 98,237 1,948,581

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 298,683 1,530,578 21,082 1,850,344 98,237 1,948,581

セグメント利益 △33,844 75,202 11,941 53,299 14,808 68,107
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 53,299

「その他」の区分の利益 14,808

全社費用(注) △106,859

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △38,752
 

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、平成26年８月１日付で当社を株式交換完全親会社、株式会社アーキッシュギャラリー（以下、ＡＧとい

います。）を株式交換完全子会社とする株式交換を実施いたしました。ＡＧは、個人顧客向けの注文住宅や法人向

けのストアクリエイト事業を行っており、これらを「注文建築事業」とし、報告セグメントを従来の「分譲マン

ション事業」、「賃貸事業」の２区分から、「分譲マンション事業」、「賃貸事業」及び「注文建築事業」の３区

分に変更しております。

なお、当社は第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第3四半期累計期間の

セグメント情報は記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △26円 59銭

    (算定上の基礎)  

   四半期純損失金額(△)(千円) △65,528

    普通株主に帰属しない金額 ―

  普通株式に係る四半期純損失金額（△)(千円) △65,528

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,463,862
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半

期純損失のため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月12日

株式会社エムジーホーム

取締役会  御中

監査法人　アンビシャス
 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   諏　　訪　　直　　樹   印

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   吉　　田　　実　　郎   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エム

ジーホームの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日

から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムジーホーム及び連結子会社の平成26年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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